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適切に橋梁構造物を維持管理していくためには，各種データを一元管理する必要がある．JR西日本では

通常のメンテナンスは展開図を参照することによって検査，補修が行われている．しかし，変状もしくは

補修の位置や形状を記録する維持管理用の展開図は，寸法のない模式図である．さらに，検査と工事で共

通に使用できず，時系列管理を行いにくいという課題がある．そこで，著者らは，3D橋梁を活用した維持

管理システムを開発した．また,点検や修理を管理するための展開図を簡単に作成できるシステムを開発

した．さらに，本システムの有効性を確認した． 
 

     Key Words : construction information modeling, system development, maintenance cycle management, 
3D model and stereo photo 

 
 

1.  はじめに 
 平成24年に土木施設や構造物の3D形状情報にくわえ

属性情報（材料・部材の仕様，性能，コストなどの情報）

をもつ建設情報モデルであるCIM(Construction Information 
Modeling)が国交省から提唱された．3Dモデルを活用し

て土木情報を一元的に共有・活用させることで品質・生

産性の向上を図ることを目的としており，維持管理にお

いても重要視されている１）．  
JR西日本では，土木構造物が供用期間を通じてその要

求性能を満足するよう，定期的に検査を行い，必要に応

じて措置を講じている．  

維持管理を適切に行い，ライフサイクルコストを最小

にするためには，検査→計画→補修工事という流れの中

で，各種データを蓄積するとともに，これらを最新のデ

ータに随時更新，編集することが重要となる． 
JR西日本では，適切な維持管理を行うために，橋梁諸

元，検査データ，補修履歴等のデータベース化を行い，

検査計画，補修計画を支援する橋梁保守管理システム

（以後，BRAMSと呼ぶ）２）を平成14年度に構築した．

しかし，構築後10年が経過し，様々な課題・改善要望が

挙げられている．その一つとして，展開図の使用性の向

上がある．現状の展開図における問題を以下に示す． 
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